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確率変分学と量子力学 : 保 江 邦 夫
確率算法と量子力学的確率過程 : 長谷川 洋
コ メ ン ト*: 柳 瀬 睦 男
以下に, *印の原稿を掲載する｡十印は長文のため素粒子論研究の論文欄に掲載する｡
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ていないと考え,Wigner-Fineの定理と NEGATIVE RESULT MEASUREMENTのパ
ラドックスによって,不可逆過程派の論拠を攻撃 してきた｡一言でいえば,観測理論または測






量子力学における観測理論 - 新 しいアプローチ
早大 ･理工 並 木 美善雄
前掲の論文 1)と2)で発展させた新 しいアプローチを中心に,問題解決の方途を探ぐる｡通
常,測定前には,観測対象系は重ね合せ状態にあり,測定器系は混合状態にあると考えられて
いるが,Wigner-Fineの定理はその状態から出発 しても測定過程が量子力学の主張するユニ
タリー的時間発展で記述されるかぎり,波束の収縮が実現しないことを証明するものであった｡
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